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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
、
「
地
方
議
会
や
議
員
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
１０
月
１５
・

１６
日
の
両
日
、
北
海
道
釧
路
市
の

市
民
文
化
会
館
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
藤

田
会
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
開
催
地
の
二
瓶
雄
吉
・
釧
路
市

議
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
１
日
目
は
「
変
わ

る
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
題

し
、
大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教

授
が
基
調
講
演
。
続
い
て
、
佐
々

木
信
夫
・
中
央
大
学
大
学
院
教
授

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
「
市

議
会
議
員
と
は
何
か
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
中
�
章
・

明
治
大
学
教
授
や
二
瓶
雄
吉
・
釧

路
市
議
長
ら
が
参
加
し
、
議
会
・

議
員
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
問

題
点
を
討
議
。
議
員
の
身
分
と
役

割
に
つ
い
て
、
新
た
な
方
向
付
け

を
模
索
し
た
。

２
日
目
は
辻
�
也
・
一
橋
大
学

大
学
院
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
課
題
討
議
を
行
っ
た
。
課
題

１
で
「
議
員
活
動
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
川
崎
順
次
・
小
松
市

議
長
と
三
浦
由
紀
・
大
分
市
議
長

が
、
議
員
活
動
の
実
態
を
報
告
し

た
。
課
題
２
で
「
政
務
調
査
費
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
伊
藤
充

朗
・
水
戸
市
議
長
と
牛
尾
昭
・
浜

田
市
議
長
が
、
議
会
で
の
政
務
調

査
費
見
直
し
の
経
緯
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
政
務
調
査
費
を
明
確
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
見
え

て
く
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
た
。

閉
会
式
で
は
、
次
期
開
催
地
で

あ
る
金
沢
市
の
中
西
利
雄
議
長

に
、
二
瓶
釧
路
市
議
長
か
ら
開
催

旗
が
引
き
継
が
れ
た
。

【
４
面
に
関
連
記
事
】

石
川
隆
二
・
本
会
副
会
長
（
川

越
市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体

の
代
表
は
１０
月
２０
日
、
麻
生
首
相

ほ
か
関
係
閣
僚
と
面
談
し
、
「
追

加
経
済
対
策
の
実
施
と
地
方
財
源

の
確
保
」
を
要
請
し
た
。

【
要
請
の
全
文
は
３
面
に
掲
載
】

平
成
２０
年
度
補
正
予
算
が
１０
月

１６
日
に
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、

麻
生
首
相
が
、
追
加
経
済
対
策
の

策
定
を
指
示
し
た
の
は
同
日
夜
。

世
界
的
な
金
融
危
機
に
直
面
し
、

同
日
に
成
立
し
た
補
正
予
算
で
実

施
す
る「
総
合
経
済
対
策
」だ
け
で

は
、
国
内
の
景
気
悪
化
に
対
処
し

き
れ
な
い
と
判
断
し
た
た
め
だ
。

追
加
対
策
の
主
な
柱
は
、
企
業

や
個
人
の
投
資
を
刺
激
す
る
政
策

減
税
や
定
額
減
税
、
金
融
安
定
対

策
と
な
る
見
込
み
。
し
か
し
減
税

と
も
な
る
と
、
地
方
税
も
視
野
に

入
れ
た
対
策
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

景
気
浮
揚
策
の
必
要
性
は
、
地

方
側
も
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

た
だ
し
、
地
方
税
で
減
税
を
行
え

ば
、
地
方
財
政
の
財
源
不
足
拡
大

が
加
速
化
す
る
。
こ
の
た
め
六
団

体
は
、
減
税
実
施
の
場
合
、
財
源

措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
。
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議議
会会
機機
能能
のの
強強
化化
をを
目目
指指
しし
てて

本
会
が
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

減
税
実
施
な
ら
財
源
措
置
を

六
団
体
代
表
が
首
相
に
要
請

石川本会副会長（右）らが首相と面談

あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長（
写
真
上
）

二
瓶
釧
路
市
議
長（
写
真
下
・
左
）と

次
期
開
催
地
の
中
西
金
沢
市
議
長

（１） 平成２０年１１月５日 第１７０４・０５号
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１１／１

３３
市市
でで
編編
入入
合合
併併

１１／１

い

さ

伊伊
佐佐
市市
がが
誕誕
生生

総
務
省
は
１０
月
２２
日
、
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
「
平
成
２０
年
度

市
区
町
村
議
会
議
員
総
務
大
臣
感

謝
状
贈
呈
式
」
を
行
っ
た
。

市
区
議
会
議
員
２２
人
、
町
村
議

会
議
員
２５
人
の
計
４７
人
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。
市
区
議
会
議
員
を

代
表
し
て
、
山
口
県
光
市
の
�
原

�
議
長
が
受
領
す
る
と
と
も
に
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

た
。
本
会
か
ら
、
会
長
の
藤
田
�

之
・
広
島
市
議
会
議
長
が
来
賓
と

し
て
参
列
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
地
方
議
会
議

員
と
し
て
通
算
３５
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
者
に
贈
ら
れ
る
。贈
呈
式
で
は
、

鳩
山
邦
夫
・
総
務
大
臣
の
代
理
と

し
て
倉
田
雅
年
・
総
務
副
大
臣
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

感
謝
状
受
賞
者
の
所
属
市
区
議

会
と
氏
名
は
次
の
と
お
り
（
総
務

省
発
表
名
簿
順
、
敬
称
略
）
。

▽
函
館
市

黒
島
宇
吉
郎

▽
気
仙
沼
市

菅
原
勝
一

▽
伊
達
市

一
条
恒
男

▽
北
茨
城
市

松
川
壽
郎

▽
前
橋
市

窪
田
治
好

▽
富
士
見
市

渡
邉

巖

▽
東
金
市

田
�

博

▽
我
孫
子
市

佐
々
木
豊
治

▽
新
宿
区

久
保
合
介

▽
鎌
倉
市

赤
松
正
博

▽
三
浦
市

岩
野
匡
史

▽
各
務
原
市

今
尾
泰
造

▽
堺
市

米
谷
文
克

▽
摂
津
市

柴
田
繁
勝

▽
摂
津
市

山
本
善
信

▽
神
戸
市

北
山
順
一

▽
倉
敷
市

片
沼
靖
一

▽
瀬
戸
内
市

茂
成
敏
男

▽
光
市

�
原

�

▽
東
温
市

佐
伯

強

▽
大
分
市

大
久
保
八
太

▽
鹿
児
島
市

竹
之
下
隆
治

１１
月
１
日
、
静
岡
県
静
岡
市
が

由
比
町
を
編
入
合
併
し
た
。
ま
た

同
日
、
同
県
富
士
市
が
富
士
川
町

を
、
同
県
焼
津
市
が
大
井
川
町
を

そ
れ
ぞ
れ
編
入
合
併
し
た
。

〔
静
岡
市
の
概
要
〕
▽
人
口
約
７２

万
９
０
０
０
人
▽
面
積
１
４
１
１

・
８１
平
方
�
▽
議
員
定
数
５４
人

〔
富
士
市
の
概
要
〕
▽
人
口
約
２５

万
６
０
０
０
人
▽
面
積
２
４
５
・

０２
平
方
�
▽
議
員
定
数
３９
人
（
定

数
特
例
）

〔
焼
津
市
の
概
要
〕
▽
人
口
約
１４

万
３
０
０
０
人
▽
面
積
７０
・
５５
平

方
�
▽
議
員
定
数
２８
人
（
在
任
特

例
）

１１
月
１
日
、
鹿
児
島
県
大
口
市

と
菱
刈
町
が
合
併
し
、
伊
佐
市
が

誕
生
し
た
。

〔
伊
佐
市
の
概
要
〕

▽
人
口
約
３
万
１
０
０
０
人

▽
面
積
３
９
２
・
３６
平
方
�

▽
議
員
定
数
２２
人

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
１０
月
２２
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
第
２
回
理
事
会
を
開
き
、

平
成
２０
年
度
上
半
期
経
理
状
況
の

報
告
を
了
承
す
る
と
と
も
に
、
２１

年
度
予
算
大
綱
（
案
）
を
協
議
、

了
承
し
た
。

１８
年
の
法
改
正
後
も
議
員
年
金

財
政
の
厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら

ず
、
単
年
度
赤
字
が
継
続
的
に
発

生
し
、
本
年
度
は
約
９０
億
円
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
会
員
１
人
で
３
人
の
年

金
受
給
者
の
給
付
を
支
え
る
と
い

う
構
造
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ

る
影
響
の
縮
図
。
合
併
推
進
の
結

果
、
こ
の
１０
年
間
で
市
共
済
会
の

受
給
者
、
給
付
総
額
は
倍
増
し
、

本
年
度
は
約
５
０
０
億
円
を
給
付

す
る
見
込
み
。

年
金
財
政
の
再
建
は
急
務
で
あ

り
、
再
建
方
策
を
打
ち
立
て
る
た

め
の
検
討
が
現
在
、
都
道
府
県
、

市
、
町
村
の
共
済
会
が
設
置
し
た

研
究
会
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
研

究
会
の
報
告
は
、
来
年
１
月
末
に

も
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長＝

田
中
弘
光
・

松
江
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２２

日
、
松
江
市
で
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談

役
会
議
を
開
催
し
、

自
治
体
病
院
関
連
施

策
に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め
た
。

自
治
体
病
院
は
近
年
、
勤
務
医

の
不
足
や
診
療
科
偏
在
な
ど
で
、

求
め
ら
れ
る
医
療
の
確
保
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

そ
こ
で
要
望
に
は
▽
不
採
算
医

療
に
対
す
る
財
政
措
置
の
拡
充
▽

診
療
報
酬
の
充
実
や
医
学
部
の
入

学
定
員
増
な
ど
勤
務
医
不
足
対
策

の
充
実
▽
救
急
医
療
体
制
の
充
実

▽
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
抑
制
の
た

め
の
啓
発
活
動
の
実
施
―
―
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。

近
く
厚
生
労
働
省
な
ど
関
係
各

方
面
に
実
行
運
動
を
行
う
予
定
。

感感
謝謝
状状
受受
賞賞
者者

１１月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

要
望
ま
と
め
る

病
院
協
が
役
員
会

議
員
共
済
会
が
理
事
会

２１
年
度
予
算
大
網
を
了
承

３５
年
在
職
の
市
区
議
２２
人
に

総
務
相
か
ら
感
謝
状
贈
呈

倉
田
副
大
臣（
右
）か
ら
感
謝
状
を

受
領
す
る
�
原
議
長（
左
、
光
市
）

役員会のもよう

あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長

第１７０４・０５号 平成２０年１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



トピッ
クス

行

事

予

定

議
会
所
在
地
変
更

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
橋
力
・
久
留
米
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
２０
日
、
徳
島
市

で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

を
開
催
し
、
広
域
行
圏
の
施
策
に

関
す
る
要
望
を
協
議
、了
承
し
た
。

広
域
行
政
圏
に
つ
い
て
政
府

は
、
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を
掲

げ
「
こ
れ
ま
で
の
広
域
行
政
圏
施

策
は
そ
の
役
割
を
終
え
つ
つ
あ

る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
同
構
想
は
、
圏
域
ご
と
に

必
要
な
機
能
を
確
保
し
て
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
方
策
を
講
じ
る

と
い
う
も
の
。
総
務
省
に
お
い
て

も
、
広
域
行
政
圏
施

策
の
存
廃
を
含
め
た

抜
本
的
な
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
要
望
で
は
、
定
住
自

立
圏
構
想
と
広
域
行
政
圏
施
策
と

の
「
関
係
及
び
位
置
付
け
の
明
確

化
」
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
３１
日

の
理
事
会
で
正
式
に
決
定
し
、
総

務
省
な
ど
関
係
方
面
に
要
望
運
動

を
行
う
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

市
町
村
課
の
加
藤
主
税
・
理
事
官

が
「
広
域
行
政
圏
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２１
日
、
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
を
東

京
で
開
き
、
明
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
要
望
案
を
協
議
し
た
。
同

案
は
、
１１
月
１３
日
の
理
事
会
に
諮

ら
れ
、
決
定
さ
れ
る
。

自
衛
隊
や
米
軍
の
基
地
が
所
在

し
、
関
連
す
る
土
地
や
建
物
等
に

固
定
資
産
税
を
賦
課
で
き
な
い
市

町
村
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
同
税
の
代
替
的

措
置
と
し
て
「
基
地

交
付
金
」
「
調
整
交

付
金
」
が
制
度
化
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、

不
足
額
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

こ
の
な
か
調
整
交
付
金
は
「
２１

年
度
予
算
概
算
要
求
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
な
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ

た
削
減
対
象
の
「
そ
の
他
経
費
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
方

針
に
基
づ
き
調
整
交
付
金
が
削
減

さ
れ
れ
ば
、
関
係
自
治
体
は
困
窮

す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
た
め
要
望
案
で
は
、
基
地

・
調
整
両
交
付
金
確
保
の
ほ
か
、調

整
交
付
金
の
「
義
務
的
経
費
化
」

な
ど
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
大
橋
秀
行

・
固
定
資
産
税
課
長
、
防
衛
省
の

�
�
行
成
・
地
方
協
力
企
画
課
長

が
所
管
事
項
を
説
明
し
た
。

▽
１１
月
１４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
理
事
会
（
午
前
１１
時
、
全

国
都
市
会
館
）
・
評
議
員
会

（
午
後
１
時
半
、日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
会
館
）
・
会
計
監
査
（
午

後
３
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
１８
日

全
国
公
営
交
通
事

業
都
市
議
長
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後
１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
２０
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
２１
日

産
業
経
済
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
、
グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
）

▽
１１
月
２５
日

地
方
行
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

全
国
都
市
会
館
）
・
委
員
会

（
午
後
２
時
、
同
）

▽
１１
月
２５
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
、
全
国

都
市
会
館
）

▽
１１
月
２６
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
東
大
阪
市
（
大
阪
府
）

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
１
番

１
号

（
郵
便
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

は
変
更
な
し
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
１０
月
１５
日
付
第
１
７
０
３

号
４
面
の
「
市
政
ニ
ュ
ー
ス
」
に

お
き
ま
し
て
、
「
甲
賀
市
は
平
成

１６
年
１０
月
１
日
、
水
口
町
、
土
山

町
、
甲
賀
町
、
信
楽
町
が
合
併
し
、

誕
生
し
た
ま
ち
」
と
紹
介
い
た
し

ま
し
た
が
、
「
甲
南
町
」
が
漏
れ

て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
甲

南
町
」
を
含
む
旧
５
町
合
併
に
よ

り
、
甲
賀
市
と
し
て
１６
年
１０
月
１

日
、
市
制
施
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

追加経済対策の実施と地方財源の確保について
このたびの世界的な金融危機は、株価の大幅な下
落にとどまらず、我が国の実体経済、国民生活に対
しても深刻な影響を及ぼしつつあります。このほど
成立した補正予算を含む緊急総合対策に加えて、新
たな局面に対応した対策が不可欠です。
地域経済と住民生活を守るため、我々地方も景気
対策に積極的に取り組む覚悟であります。
政府・与党におかれては金融安定化対策や減税な
どを内容とする追加経済対策の実施を検討されてい
るところでありますが、地方自治体が財政面での不
安を払拭し、経済対策を迅速かつ効果的に実施でき
るよう、現下の地方財政の危機的な状況も踏まえ、
我々は、次の事項の実現を強く求めます。
１ 効果的な対策のための大胆な地方財源措置
地方負担を伴う対策の実施に当たっては、地
方交付税の増額や臨時的な交付金の創設などに
より、必要な地方財源を確実に措置すること。
２ 減税を行う場合の確実な財源補てん
地方税において減税を実施する場合には、こ
れによる減収に対し、減税補てん債の発行では
なく、地方特例交付金による確実かつ効果的な
財源補てんを行うこと。
また、国税の減税による地方交付税原資の減
少に対しても、臨時財政対策債の発行ではなく
一般会計による加算措置の増額等により地方交
付税総額を確保すること。

平成２０年１０月２０日
地 方 六 団 体

定
住
自
立
圏
構
想
の

広域協

位
置
付
け
明
確
化
を

基地協
役員会

調
整
交
付
金
を

義
務
的
経
費
に

あいさつする石橋会長

あいさつする松尾会長

（３） 平成２０年１１月５日 第１７０４・０５号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
は
「
議
会
・
議
員
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
１０
月
１５
・
１６

日
に
釧
路
市
内
で
開
い
た
。
全
国
か
ら
正
副
議
長
、
議
員
ら
総
勢
１
５
０
０
人
が
集
う
な
か
、
１
日
目
は「
変

わ
る
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
題
し
大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
基
調
講
演
。
次
い
で
「
市
議
会
議

員
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
２
日
目
の
課
題
討
議
で
は
、
議
員
活

動
と
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
４
市
の
議
長
が
事
例
報
告
、
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

全国市議会議長会

議議会会・・議議員員いいかかににああるるべべききかか
iinn釧釧路路第３回研究フォーラム

１
日
目
の
基
調
講
演
で
、
大
森

彌
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
「
市

民
は
議
員
に
高
い
評
価
を
し
て
い

な
い
」
と
切
り
出
し
、
原
因
の
一

端
を
地
方
議
会
や
議
員
に
関
す
る

制
度
に
求
め
た
。

同
じ
「
議
員
」
と
い
う
名
称
を

用
い
て
い
て
も
「
国
」
と
「
自
治

体
」
の
議
員
で
は
、
職
務
の
取
り

扱
い
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
指

摘
。一
例
と
し
て
、来
年
か
ら
始
ま

る
裁
判
員
制
度
を
取
り
上
げ
た
。

同
制
度
は
「
裁
判
員
の
参
加
す

る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
る
。
同
法
第
１５

条
で
国
会
議
員
は
「
職
務
に
就
く

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
地
方
議
員
は
、

第
１６
条
で
「
（
会
期
中
に
限
り
）

辞
退
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
国
と
自

治
体
の
議
員
で
、
な
ぜ
取
り
扱
い

に
違
い
が
あ
る
の
か
。
大
森
教
授

は
、
事
例
を
掘
り
下
げ
つ
つ
、
地

方
議
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
。

続
い
て
佐
々
木
信
夫
・
中
央
大

学
大
学
院
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、中
�
章
・
明
治
大

学
教
授
、
坪
井
ゆ
づ
る
・
朝
日
新

聞
編
集
委
員
、
打
越
綾
子
・
成
城

大
学
准
教
授
、
二
瓶
雄
吉
・
釧
路

市
議
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、

地
方
議
会
・
議
員
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
と
問
題
点
を
議
論
し
た
。

２日目・課題討議

２
日
目
は
、
辻
�
也
・
一
橋
大

学
大
学
院
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
「
課
題
討
議
」
を
行

っ
た
。
「
議
員
活
動
」
「
政
務
調

査
費
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２

市
の
議
長
が
、
議
会
独
自
の
取
り

組
み
や
施
策
の
成
果
を
発
表
。
会

場
の
参
加
者
を
交
え
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

「
議
員
活
動
」
に
つ
い
て
事
例

報
告
し
た
の
は
、
川
崎
順
次
・
小

松
市
議
長
と
三
浦
由
紀
・
大
分
市

議
長
。
川
崎
議
長
は
議
員
の
職
務

が
２４
時
間
、
３
６
５
日
に
及
ん
で

お
り
、
片
手
間
で
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
議
員
を
志
す
若
い
世

代
の
た
め
、
身
分
と
生
活
の
保
障

を
訴
え
た
。

三
浦
議
長
は
、
市
民
か
ら
受
け

る
補
助
金
関
連
の
要
望
の
問
題
点

を
指
摘
。
議
員
本
来
の
役
割
で
あ

る
「
市
全
体
を
見
据
え
る
活
動
」

「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
の
放
棄
に
つ

な
が
る
と
結
論
づ
け
た
。

続
い
て
、
伊
藤
充
朗
・
水
戸
市

議
長
、
牛
尾
昭
・
浜
田
市
議
長
が

「
政
務
調
査
費
」に
つ
い
て
報
告
。

伊
藤
議
長
は
、
市
民
が
昨
今
の
報

道
で
政
務
調
査
費
に
疑
念
を
抱
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
透
明
性
の
向

上
に
取
り
組
ん
だ
事
例
を
紹
介
し

た
。
使
途
基
準
の
明
確
化
を
図
る

と
と
も
に
、
基
準
の
遵
守
を
調
査

す
る
た
め
、
議
長
の
私
的
諮
問
機

関
と
し
て
「
政
務
調
査
費
支
出
等

審
査
会
」
を
設
置
し
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

牛
尾
議
長
は
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
議

員
個
人
の
収
支
報
告
書
と
領
収
書

を
公
開
し
た
事
例
を
報
告
。
こ
の

結
果
、
同
市
議
会
へ
の
視
察
の
申

込
み
が
急
増
し
た
と
語
っ
た
。
さ

ら
に
議
会
改
革
を
通
じ
て
、
議
会

事
務
局
の
意
識
改
革
が
進
み
、
自

発
的
な
資
料
収
集
、
積
極
的
な
政

策
提
言
な
ど
を
行
う
政
策
集
団
に

進
化
し
た
と
成
果
を
述
べ
た
。

を考える議 員 活 動
政務調査費

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐
々
木
教
授

（
右
）
と
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発
言

す
る
二
瓶
釧
路
市
議
長
（
写
真
下
、

右
端
）��

��

�＝コーディネーター
の辻教授
�＝「議員活動」報告者
の川崎小松市議長（左）
と三浦大分市議長（右）
�＝「政務調査費」報告
者の伊藤水戸市議長
（左）と牛尾浜田市議長
（右）

��

基
調
講
演
を
行
う
大
森
教
授
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